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r r新しい女」をめざして一羅薫錫と平塚らいてうとの比較を中心に -J 、第 2 章 r r恋愛J の受容-羅薫錫と与謝
野晶子との比較を中心に -J 、第 3 章「母性をめぐる言説 羅惹錫と平塚らいてうとの比較を中心に-J 、第 4 章「女
性が「女性」を描くこと一一裸体画における「女性J J 及び終章と、参考図譜、そして提出者自身の翻訳になる『羅
惹錫作品集』が付されている。序章から終章までの本文は、原稿用紙 400 字換算で約 520 枚である。






合との相違点なども指摘されている。また第 3 章では、植民地朝鮮における性の問題が「母性J としづ点から考察さ
れる。 r良妻賢母」としづ教育が、植民地政策の問題と密接に結び付いていることはし、うまでもないが、子供につい
て、もっぱら母からの独立した人格であることを強調するナヘソクと、母の役割を通して次第に国家・社会へ貢献す
る女性というものを強調するようになるらいてうとの差違が論じられている。第 4 章は、画家で、あったナへソクの現
存する『裸婦』という作品を断髪、乳房など身体の表象、自画像としての意味などを手掛かりに分析したものである。
以上のような考察を通して、男性からの自立と植民地からの独立主いう二重の問題意識を持たざるを得なかったこの
女性の時代的意義について考察が展開されている。
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論文審査の結果の要旨
本論文は、まだ先行研究の少ないナヘソクと日本近代女性思想家達との関係について、ナヘソクやらいてう、晶子
などの資料を丁寧に読み、根本的な問題を充分に論じた研究であることがまず高く評価できる。女性、性などについ
てのそれぞれの思想家達の差違の指摘も説得力のあるものとなっている。またナヘソクの裸体画についての分析は、
当時の統治下の韓国における美術というものの状況、とりわけ男性画家達との社会杓な意味の違いなどの一端を知る
ことができ、大変興味深いものとなっている。参考資料として、ナへソクの作品の申請者自身による全訳を付するな
ど、全体として、丁寧に準備された充実した論文となっている。
とはし、え、問題点やさらに論じて欲しい点なども存在することは確かである。とくに第 4 章は、現存するナヘソク
の絵画作品が少ないという制約はあるにせよ、絵画作品の読解に、最初に結論が決まっており、すべてをそれに結び
つけようとする強引さが感じられる。また 1""'3 章に関しては、用いられるテキスト、引用箇所がかなり限定されて
おり、もう少し幅のある読みが可能だ、ったのではないかと推察できるところがある。思想のマニフェスト的なテキス
トだけで論ずるのではなく、矛盾なども含めた形でナヘソクの人間というものをもっと鮮明にしてもよかったのでは
なし、かと思わせる点もある。その他、『青轄』の様々な思想、がやや単純化されていること、当時の社会における「大
和魂」という言葉の使用にさらに充分な考察が必要であること、またナヘソクのフランス滞在などについてもっと言
及があれば絵画の問題などにさらに別の観点が見えたかもしれないことなども指摘できょう。
こうした問題点、改良点はあるものの、それはまだ先行研究の少ないテーマに意欲的に取り組み、着実な準備によ
って完成された本論文の価値をそこなうものではない。よって、本論文を博士(文学)の学位にふさわしいものと認
定する。
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